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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像装置から取り外し可能な記録媒体であって、
　第１の不揮発性メモリと、
　第２の不揮発性メモリと、
　前記撮像装置と前記記録媒体との接続に用いられる第１の接続手段と、
　前記第１の接続手段と異なる第２の接続手段と、
　前記第１の接続手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の不揮発性メモリへの
アクセスを可能にし、前記第２の接続手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の
不揮発性メモリのうちの前記第２の不揮発性メモリのみへのアクセスを可能にする制御手
段と
を有し、
　前記第１の不揮発性メモリは、前記記録媒体の空き領域のサイズを示す情報を含む第１
の情報と、前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情報が使用で
きるか否かの判定に用いられる第２の情報とを格納するのに用いられる
ことを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　前記第１の情報は、前記記録媒体内の画像数を示す情報を含む請求項１に記載の記録媒
体。
【請求項３】
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　前記第２の情報は、前記第１の情報を含む管理情報のバージョンを示すバージョン情報
を含む請求項１または２に記載の記録媒体。
【請求項４】
　前記第２の情報は、前記記録媒体に固有の情報を含む請求項１または２に記載の記録媒
体。
【請求項５】
　前記第２の情報は、前記撮像装置を識別するための情報を含む請求項１または２に記載
の記録媒体。
【請求項６】
　前記第１の不揮発性メモリは、前記記録媒体が更新されているか否かを判定するための
第３の情報を格納するのに用いられ、
　前記第３の情報は、前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情
報が使用できるか否かの判定に用いられる請求項１から５のいずれか１項に記載の記録媒
体。
【請求項７】
　前記記録媒体の空き領域のサイズを示す情報は、空きクラスタサイズを示す情報である
請求項１から６のいずれか１項に記載の記録媒体。
【請求項８】
　前記第２の不揮発性メモリは、前記第１の不揮発性メモリと異なるメモリである請求項
１から７のいずれか１項に記載の記録媒体。
【請求項９】
　一つのメモリの第１の領域を前記第１の不揮発性メモリとし、前記一つのメモリの第２
の領域を前記第２の不揮発性メモリとする請求項１から７のいずれか１項に記載の記録媒
体。
【請求項１０】
　前記第２の接続手段は、パーソナルコンピュータと前記記録媒体との接続に用いられる
請求項１から９のいずれか１項に記載の記録媒体。
【請求項１１】
　前記第１の情報の更新は、前記撮像装置によって行われる請求項１から１０のいずれか
１項に記載の記録媒体。
【請求項１２】
　前記撮像装置は、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、カメラ付き携帯電話のうち
のいずれか一つである請求項１から１１のいずれか１項に記載の記録媒体。
【請求項１３】
　記録媒体にアクセス可能な撮像装置であって、
　前記記録媒体は、前記撮像装置から取り外し可能な記録媒体であり、
　前記記録媒体は、
　　第１の不揮発性メモリと、
　　第２の不揮発性メモリと、
　　前記撮像装置と前記記録媒体との接続に用いられる第１の接続手段と、
　　前記第１の接続手段と異なる第２の接続手段と、
　　前記第１の接続手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の不揮発性メモリへ
のアクセスを可能にし、前記第２の接続手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２
の不揮発性メモリのうちの前記第２の不揮発性メモリのみへのアクセスを可能にする制御
手段と
を有し、
　前記第１の不揮発性メモリは、前記記録媒体の空き領域のサイズを示す情報を含む第１
の情報と、前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情報が使用で
きるか否かの判定に用いられる第２の情報とを格納するのに用いられ、
　前記撮像装置は、
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　　前記記録媒体と前記撮像装置との接続に用いられる第３の接続手段と、
　　前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情報が使用できるか
否かの判定を、前記第１の不揮発性メモリに格納されている前記第２の情報を用いて行う
判定手段と
を有する
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　前記第１の情報は、前記記録媒体内の画像数を示す情報を含む請求項１３に記載の撮像
装置。
【請求項１５】
　前記第２の情報は、前記第１の情報を含む管理情報のバージョンを示すバージョン情報
を含む請求項１３または１４に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記第２の情報は、前記記録媒体に固有の情報を含む請求項１３または１４に記載の撮
像装置。
【請求項１７】
　前記第２の情報は、前記撮像装置を識別するための情報を含む請求項１３または１４に
記載の撮像装置。
【請求項１８】
　前記第１の不揮発性メモリは、前記記録媒体が更新されているか否かを判定するための
第３の情報を格納するのに用いられ、
　前記第３の情報は、前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情
報が使用できるか否かの判定に用いられる請求項１３から１７のいずれか１項に記載の撮
像装置。
【請求項１９】
　前記記録媒体の空き領域のサイズを示す情報は、空きクラスタサイズを示す情報である
請求項１３から１８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２０】
　前記第２の不揮発性メモリは、前記第１の不揮発性メモリと異なるメモリである請求項
１３から１９のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２１】
　一つのメモリの第１の領域を前記第１の不揮発性メモリとし、前記一つのメモリの第２
の領域を前記第２の不揮発性メモリとする請求項１３から１９のいずれか１項に記載の撮
像装置。
【請求項２２】
　前記第２の接続手段は、パーソナルコンピュータと前記記録媒体との接続に用いられる
請求項１３から２１のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２３】
　前記第１の情報の更新は、前記撮像装置によって行われる請求項１３から２２のいずれ
か１項に記載の撮像装置。
【請求項２４】
　前記撮像装置は、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、カメラ付き携帯電話のうち
のいずれか一つである請求項１３から２３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ等の撮像装置と、当該撮像装置から
取り外し可能な記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、ＳＤメモリカードやコンパクトフラッシュ（登録商標）等の記録媒体に撮影画像
データを格納するデジタルカメラ、デジタルビデオカメラ等の撮像装置が開発されている
。
【０００３】
　通常、撮像装置では、記録媒体に撮影画像データが記録できるか確認するために、ファ
イルシステムの初期化処理が必要になる。具体的には、ファイルシステムの起動時間の制
約や、記録媒体に関する情報（記録媒体の種別情報、記録媒体の全体容量、現在までの使
用容量、現在の空き容量、ファイルフォーマット及び現在の最新ファイル情報等）をこの
記録媒体から読み出す時間のために、メカニカルな機構の初期化動作や、電気的な機構の
初期化動作が完了したにもかからわらず、撮影動作を行うことが不可能であった。
【０００４】
　また、記録媒体の記録容量の増加に伴い、ファイルシステムの初期化に要する時間が増
加し、システム起動時間全体が長くなっている。そこで、撮像装置内にある主ＣＰＵに加
えて、副ＣＰＵを配有することにより、ファイルシステムの初期化動作と他のメカニカル
な機構の初期化動作を行うものや、撮像装置の主ＣＰＵへ供給する電源を停止しても記録
媒体が取り外されない限りは、副ＣＰＵが記録媒体に関する情報を保持することにより、
撮像装置を高速に起動させるものが提案されている（特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２０９４８５号公報（図１等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の撮像装置では、新たなＣＰＵを必要とするためにコ
ストがかかり、安価な撮像装置を提供することが困難であるという問題がある。また、記
録媒体の取り外しが発生すると、撮像装置を短時間で高速に起動させることができず、シ
ャッターチャンスを逃してしまうという問題もある。
【０００７】
　そこで、本発明は、記録媒体の取り外しが発生した場合であっても、短時間で撮像装置
を起動できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る記録媒体は、撮像装置から取り外し可能な記録媒体であって、第１の不揮
発性メモリと、第２の不揮発性メモリと、前記撮像装置と前記記録媒体との接続に用いら
れる第１の接続手段と、前記第１の接続手段と異なる第２の接続手段と、前記第１の接続
手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の不揮発性メモリへのアクセスを可能に
し、前記第２の接続手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の不揮発性メモリの
うちの前記第２の不揮発性メモリのみへのアクセスを可能にする制御手段とを有し、前記
第１の不揮発性メモリは、前記記録媒体の空き領域のサイズを示す情報を含む第１の情報
と、前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情報が使用できるか
否かの判定に用いられる第２の情報とを格納するのに用いられることを特徴とする。
　本発明に係る撮像装置は、記録媒体にアクセス可能な撮像装置であって、前記記録媒体
は、前記撮像装置から取り外し可能な記録媒体であり、前記記録媒体は、第１の不揮発性
メモリと、第２の不揮発性メモリと、前記撮像装置と前記記録媒体との接続に用いられる
第１の接続手段と、前記第１の接続手段と異なる第２の接続手段と、前記第１の接続手段
からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の不揮発性メモリへのアクセスを可能にし、
前記第２の接続手段からは前記第１の不揮発性メモリと前記第２の不揮発性メモリのうち
の前記第２の不揮発性メモリのみへのアクセスを可能にする制御手段とを有し、前記第１
の不揮発性メモリは、前記記録媒体の空き領域のサイズを示す情報を含む第１の情報と、
前記撮像装置の起動が行われる場合に前記撮像装置で前記第１の情報が使用できるか否か
の判定に用いられる第２の情報とを格納するのに用いられ、前記撮像装置は、前記記録媒
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体と前記撮像装置との接続に用いられる第３の接続手段と、前記撮像装置の起動が行われ
る場合に前記撮像装置で前記第１の情報が使用できるか否かの判定を、前記第１の不揮発
性メモリに格納されている前記第２の情報を用いて行う判定手段とを有することを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、記録媒体の取り外しが発生した場合であっても、短時間で撮像装置を
起動することができ、シャッターチャンスを逃してしまうことを少なくすることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。
［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１～第３の実施形態に係る記録媒体の主要な構成要素を示す図であ
る。図１において、２００は記録媒体である。記録媒体２００は、コントローラ２０１、
第１の不揮発性メモリ２０２、第２の不揮発性メモリ２０３、カメラインタフェース２０
４、汎用インタフェース２０５から構成されている。
【００１１】
　第１の不揮発性メモリ２０２及び第２の不揮発性メモリ２０３は、フラッシュＲＯＭ等
の不揮発性メモリであり、ハードディスク、ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ等の媒体であっても良い
。２つの不揮発性メモリは物理的に異なるメモリでも良いし、同一メモリ内を２つの領域
に論理的に分けて実現しても良い。この２つの不揮発性メモリの１つである第１の不揮発
性メモリ２０２は、デジタルカメラ１００を高速に起動するために、後述する図２に示す
記録媒体２００が更新されているか否かを示す更新フラグ３０１とデジタルカメラ１００
を高速に起動するのに必要な管理情報３００を保持している。
【００１２】
　カメラインタフェース２０４は、後述するデジタルカメラ１００のコネクタ９２に適合
するインタフェースである。
【００１３】
　汎用インタフェース２０５は、標準的なＰＣ（パーソナルコンピュータ）に適合するイ
ンタフェースである。例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）である。
【００１４】
　コントローラ２０１は、外部コネクタと接続する記録媒体２００のインタフェースがカ
メラインタフェース２０４か、汎用インタフェース２０５かにより動作が異なり、第１の
不揮発性メモリ２０２と第２の不揮発性メモリ２０３へのアクセスを制御する。
【００１５】
　コントローラ２０１は、汎用インタフェース２０５によるＰＣと記録媒体２００の接続
の場合には、ＰＣから受信する画像データを第２の不揮発性メモリ２０３に対して読み書
き処理を実行できるが、第１の不揮発性メモリ２０２内の管理情報３００に対する読み書
き処理を実行できない。
【００１６】
　一方、コントローラ２０１は、カメラインタフェース２０４によるデジタルカメラ１０
０と記録媒体２００の接続の場合には、第１の不揮発性メモリ２０２と第２の不揮発性メ
モリ２０３のいずれに対しても読み書き処理を実行できる。
【００１７】
　また、図１において、２０６はデジタルカメラ１００からの書込・読出等の命令、或い
は、それによる反応を送受信するコマンド線である。２０７は画像データや管理情報等の
情報を送受信するデータ線である。
【００１８】
　図２は、第１の不揮発性メモリ２０２が保持する情報の一例を説明する図である。図２
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において、３０１は記録媒体２００が更新されているか否かを示す更新フラグであり、本
例では記録媒体２００が更新されていないことを意味する値「１」となっている。
【００１９】
　３００は管理情報であり、空きクラスタサイズ３０２、記録媒体２００内の画像数３０
３、最後に記録媒体２００に記録された画像の最終撮影時間３０４、管理情報３００のバ
ージョンを示す管理ｒｅｖ３０５から構成されている。ここで、「空きクラスタサイズ」
は、空きクラスタサイズを示すものであるので、「空き領域サイズ」と呼ぶこともできる
。なお、管理ｒｅｖ３０５は、同一の管理ｒｅｖの場合、同一の管理情報３００における
空きクラスタサイズ３０２等の各項目のフォーマットが同一である。それ故、同一の管理
ｒｅｖ３０５を有する管理情報３００間においては整合性があり、両者における管理情報
３００の各項目に関して信頼性があると言える。本例では、同一の管理ｒｅｖ３０５のみ
信頼性があるとしているが、管理ｒｅｖ３０５を上位互換にしても良い。図２における例
では、管理情報３００はそれぞれ「１０５」クラスタ、「３４」枚、「２００５年０８月
０４日１３時４７分」、バージョン「１．２」である。この管理情報は、デジタルカメラ
１００の後述する画像表示部２８に画像数や空きクラスタサイズから計算される撮影可能
枚数を表示するために必要な情報である。それ故、デジタルカメラ１００内の制御を司る
システム制御部５０は、この管理情報を予め保持することによって、起動時に実行する記
録媒体２００の画像数や空きクラスタサイズ等の検出作業を省略できる。
【００２０】
　図３は、本発明の第１～３の実施形態に係る撮像装置の一例であるデジタルカメラ１０
０の主要な構成要素を示す図である。なお、本発明を適用可能な撮像装置は、デジタルカ
メラに限るものではなく、デジタルカメラとして動作する装置であってもよい。例えば、
デジタルビデオカメラ、カメラ付き携帯電話等の装置であってもよい。
【００２１】
　図３において、１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を有するシャッター、１４は光学像
を電気信号に変換する撮像素子、１６は撮像素子１４のアナログ信号出力をディジタル信
号に変換するＡ／Ｄ変換器である。
【００２２】
　１８は撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信号
を供給するタイミング発生部であり、メモリ制御部２２及びシステム制御部５０により制
御される。
【００２３】
　２０は画像処理部であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御部２２から
のデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理部２０におい
ては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいて
システム制御部５０が露光制御手段４０、測距制御手段４２に対して制御を行う、ＴＴＬ
（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、
ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理を行っている。さらに、画像処理部２０においては、撮
像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方
式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行っている。
【００２４】
　２２はメモリ制御部であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生部１８、画像処理部２
０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮伸長部３２を制御する。
Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理部２０、メモリ制御部２２を介して、或いはＡ／Ｄ
変換器１６のデータが直接メモリ制御部２２を介して、画像表示メモリ２４或いはメモリ
３０に書き込まれる。
【００２５】
　２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２８はＴＦＴ ＬＣＤ等から成る画像表
示部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換器２６
を介して画像表示部２８により表示される。画像表示部２８を用いて撮像した画像データ
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を逐次表示すれば、電子ファインダ機能を実現することが可能である。また、画像表示部
２８は、システム制御部５０の指示により任意に表示をＯＮ／ＯＦＦすることが可能であ
り、表示をＯＦＦにした場合にはデジタルカメラ１００の電力消費を大幅に低減すること
ができる。
【００２６】
　３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像
や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶量を有する。これにより、複数枚の静止画
像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書き込み
をメモリ３０に対して行うことが可能となる。また、メモリ３０はシステム制御部５０の
作業領域としても使用することが可能である。
【００２７】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）であり、ＪＰＥＧ等を用いて画像圧縮方式を
従って画像データを圧縮したり、伸長したりする圧縮伸長部である。圧縮伸長部３２は、
メモリ３０から読み出された画像データを圧縮又は伸長し、圧縮又は伸長した画像データ
をメモリ３０に書き込む。
【００２８】
　４０は絞り機能を有するシャッター１２を制御する露光制御手段であり、フラッシュ４
８と連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。
【００２９】
　４２は撮影レンズ１０のフォーカシングを制御する測距制御手段、４４は撮影レンズ１
０のズーミングを制御するズーム制御手段、４６はバリアである保護手段１０２の動作を
制御するバリア制御手段である。
【００３０】
　４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。露光
制御手段４０、測距制御手段４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮像した画像デ
ータを画像処理部２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御部５０が露光制
御手段４０、測距制御手段４２に対して制御を行う。
【００３１】
　５０はデジタルカメラ１００を制御するシステム制御部、５２はシステム制御部５０の
動作用の定数、変数、プログラム等を記憶するメモリである。
【００３２】
　５４はシステム制御部５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用い
て動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示装置、スピーカー等の表示部であり、デジ
タルカメラ１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所設置され、例えば
ＬＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている。また、表示部５４は、
その一部の機能が光学ファインダ１０４内に設置されている。表示部５４の表示内容のう
ち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、シングルショット／連写撮影表示、セルフタイマ
ー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影可能枚数表示、シャッター
スピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮影
表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池残量表示、エラー表示、複数桁の数字
による情報表示、外部記録媒体２００の着脱状態表示、通信インタフェース動作表示、日
付け・時刻表示、等がある。また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダ１０４
内に表示するものとしては、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタ
ースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、等がある。
【００３３】
　５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、ＥＥＰＲＯＭ等が用いられる
。
【００３４】
　６０、６２、６４、６６、６８及び７０は、システム制御部５０の各種の動作指示を入
力するための操作手段であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知によるポイ
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ンティング、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
【００３５】
　ここで、これらの操作手段の具体的な説明を行う。６０はモードダイアルスイッチであ
り、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮影モード、再生モード、マルチ
画面再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モードを切り替え設定することができ
る。
【００３６】
　６２はシャッタースイッチＳＷ１であり、不図示のシャッターボタンの操作途中でＯＮ
となり、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイ
トバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作開始を指示する。
【００３７】
　６４はシャッタースイッチＳＷ２であり、不図示のシャッターボタンの操作完了でＯＮ
となり、撮像素子１２から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御部２２を介し
てメモリ３０に画像データを書き込む露光処理、画像処理部２０やメモリ制御部２２での
演算を用いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み出し、圧縮伸長部３２で圧縮を
行い、記録媒体２００或いは２１０に画像データを書き込む記録処理という一連の処理の
動作開始を指示する。
【００３８】
　６６は画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチであり、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定す
ることができる。この機能により、光学ファインダ１０４を用いて撮影を行う際に、ＴＦ
Ｔ ＬＣＤ等から成る画像表示部への電流供給を遮断することにより、省電力を図ること
が可能となる。
【００３９】
　６８はクイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチであり、撮影直後に撮影した画像データ
を自動再生するクイックレビュー機能を設定する。なお、本実施形態では特に、画像表示
部２８をＯＦＦとした場合におけるクイックレビュー機能の設定をする機能を有するもの
とする。
【００４０】
　７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部であり、メニューボタン、セットボ
タン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連
写／セルフタイマー切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－
（マイナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン
、撮影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付／時間設定ボタン、等がある。
【００４１】
　８０は電源制御手段であり、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロック
を切り替えるスイッチ回路等により構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電
池残量の検出を行い、検出結果及びシステム制御部５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコン
バータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。
【００４２】
　８２はコネクタ、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池や
ＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる電源手
段である。
【００４３】
　９０はメモリカード等の記録媒体とデータの送受信を行うカードコントローラ、９１は
メモリカード等の外部記録媒体とのインタフェース、９２はメモリカードと接続を行うコ
ネクタであり、カメラインタフェース２０４と適合する。９８はコネクタ９２に記録媒体
２００が装着されているか否かを検知する記録媒体着脱検知手段である。
【００４４】
　なお、本実施形態では記録媒体を取り付けるインタフェースやコネクタは、単数或いは
複数、いずれの系統数を有する構成としても構わない。また、異なる規格のインタフェー
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ス及びコネクタを組み合わせて有する構成としても構わない。インタフェース及びコネク
タとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（登録商標））カード等
の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。さらに、インタフェース９１、そして
コネクタ９２をＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（登録商標））カード
等の規格に準拠したものを用いて構成した場合、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカ
ード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の通信カ
ード、等の各種通信カードを接続することにより、他のコンピュータやプリンタ等の周辺
機器との間で画像データや画像データに付属した管理情報を転送し合うことができる。
【００４５】
　１０２はデジタルカメラ１００のレンズ１０を含む撮像部を覆うことにより、撮像部の
汚れや破損を防止するバリアである保護手段である。
【００４６】
　１０４は光学ファインダであり、画像表示部２８による電子ファインダ機能を使用する
こと無しに、光学ファインダのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ファ
インダ１０４内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フ
ラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、等が設置され
ている。
【００４７】
　次に、図４～図８までのフローチャートを参照して、デジタルカメラ１００を高速に起
動するためのデジタルカメラ１００と記録媒体２００の動作について、デジタルカメラ１
００が自身の電源停止時に記録媒体２００に管理情報３００を書き込み（図４及び図５の
フローチャート）、起動時に記録媒体２００から管理情報３００を読み取る（図６及び図
７のフローチャート）処理の流れ、及び記録媒体２００がデジタルカメラ１００のコマン
ドによって処理する流れ（図８のフローチャート）を説明する。
【００４８】
　まず、図４及び図５のフローチャートを参照して、デジタルカメラ１００の電源停止時
のシーケンスの一例を説明する。図４におけるフローチャートは、ユーザによるカメラ電
源停止操作が行われることによって開始される。例えば、操作部７０内の電源ボタンの操
作や図示しない電池の蓋開け等がそれに当たる。システム制御部５０は、図６及び図７の
デジタルカメラ１００の次回の起動を高速に行うために、起動時に必要な管理情報３００
を更新する（ステップＳ１００）。
【００４９】
　続いてシステム制御部５０は、更新フラグ３０１を「１」に設定する「フラグ設定」コ
マンドを記録媒体２００に送信し（ステップＳ１０１）、更新フラグ３０１を設定し終わ
ると速やかにデジタルカメラ１００の電源をＯＦＦにする（ステップＳ１０２）。
【００５０】
　次に、図５のフローチャートを参照して管理情報更新処理を説明する。システム制御部
５０は、「管理情報書込」コマンドを記録媒体２００に送り、第１の不揮発性メモリ２０
２内の管理情報３００に空きクラスタサイズ３０２を書き込み（ステップＳ２００）、画
像数３０３を書き込み（ステップＳ２０１）、最後に記録媒体２００に記録された画像の
最終撮影時間３０４を書き込み（ステップＳ２０２）、デジタルカメラ１００が起動時に
各管理情報３００のフォーマット（例えば、データの開始アドレス、項目数、各項目の内
容）を保証するためのバージョン情報である管理ｒｅｖ３０５を書き込む（ステップＳ２
０３）。なお、空きクラスタサイズ３０２、画像数３０３、最終撮影時間３０４及び管理
ｒｅｖ３０５は、別々に記録媒体２００に書き込むようにしても、これらを一括して記録
媒体２００に書き込むようにようにしてもよい。
【００５１】
　次に、図６及び図７のフローチャートを参照して、デジタルカメラ１００の起動時のシ
ーケンスを説明する。まず、ユーザによるカメラ起動操作が行われる。例えば、操作部７
０内の電源ボタンの操作等がそれに当たる。システム制御部５０は、記録媒体２００に対
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するアクセスを可能とするために、電源制御８０を制御し記録媒体２００の電源を入れる
（ステップＳ３００）。その上でシステム制御部５０は、記録媒体２００内の更新フラグ
３０１を読み取る「フラグ読込」コマンドを記録媒体２００に送信する（ステップＳ３０
１）。
【００５２】
　続いてシステム制御部５０は、記録媒体２００内において画像データの更新及び管理情
報３００の信頼性を判定するために更新判定処理（後述する図７のフローチャート）を実
行し（ステップＳ３０２）、その結果得られる記録媒体２００が更新されておらず、管理
情報３００が信用できることを示す「ＴＲＵＥ」、或いは記録媒体２００が更新されてい
る、或いは管理情報３００が信用できず、管理情報３００の更新が必要であることを示す
「ＦＡＬＳＥ」により、記録媒体２００が更新されているかを判定する（ステップＳ３０
３）。
【００５３】
　記録媒体２００が更新されている場合は（ステップＳ３０３において「ＹＥＳ」）、カ
メラ起動完了時に画像表示２８に表示するために空きクラスタサイズ３０２や必要な画像
数３０３から計算される撮影可能枚数を取得するために、システム制御部５０は、記録媒
体２００から記録済みの画像データの情報を取得し（ステップＳ３０４）、その結果を用
いて記録媒体２００内の空きクラスタサイズの検索（ステップＳ３０５）や記録媒体２０
０内の総画像数のカウント（ステップＳ３０６）を実行する。
【００５４】
　一方、記録媒体２００が更新されていない場合は（ステップＳ３０３において「ＮＯ」
）、管理情報３００の情報を流用することができるので、システム制御部５０は、カメラ
起動時における空きクラスタサイズの検出等の処理（ステップＳ３０４～Ｓ３０６）を省
略する。
【００５５】
　このように、更新フラグ３０１と管理情報３００によって、システム制御部５０は、記
録媒体２００が更新されているか判定することによって、より高速にデジタルカメラ１０
０を起動することができる。
【００５６】
　次に、図７を参照して更新判定処理の詳細な処理を説明する。まず、システム制御部５
０は、図６の「フラグ読込」コマンド送信（ステップＳ３０１参照）処理によって得られ
る更新フラグ３０１を図７のフローチャートの第１工程で判定（ステップＳ４００）する
。
【００５７】
　更新フラグ３０１が更新されていることを示す「０」である場合（ステップＳ４００に
おいて「ＮＯ」）、システム制御部５０は、この更新判定処理の結果として、記録媒体２
００が更新されており、管理情報３００の更新が必要であることを示す「ＦＡＬＳＥ」を
得る（ステップＳ４０６）。
【００５８】
　一方、更新フラグ３０１が更新されていないことを示す「１」である場合（ステップＳ
４００において「ＹＥＳ」）、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の不揮発性
メモリ５６に予め記録されている管理ｒｅｖ３０５を取得する（ステップＳ４０１）。
【００５９】
　続いてシステム制御部５０は、記録媒体２００から管理情報３００を取得しデジタルカ
メラ１００内のメモリ３０に保持し（ステップＳ４０２）、管理情報３００内の管理ｒｅ
ｖ３０５を抽出する（ステップＳ４０３）。
【００６０】
　そして、システム制御部５０は、不揮発性メモリ５６とメモリ３０にある管理ｒｅｖ３
０５を比較し一致しているか判定する（ステップＳ４０４）。
【００６１】
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　不揮発性メモリ５６とメモリ３０にある管理ｒｅｖ３０５が一致する場合（ステップＳ
４０４において「ＹＥＳ」）、システム制御部５０は、この更新判定処理の結果として、
記録媒体２００が更新されておらず、管理情報３００を信頼して使用できることを示す「
ＴＲＵＥ」を得る（ステップＳ４０５）。
【００６２】
　一方、不揮発性メモリ５６とメモリ３０にある管理ｒｅｖ３０５が一致しない場合（ス
テップＳ４０４において「ＮＯ」）、システム制御部５０は、この更新判定処理の結果と
して、管理情報３００内の各項目のフォーマットが一致するか確定しないので、管理情報
３００を信頼して使用できないので、管理情報３００の更新が必要であることを示す「Ｆ
ＡＬＳＥ」を得る（ステップＳ４０６）。
【００６３】
　この更新判定処理の結果（「ＴＲＵＥ」或いは「ＦＡＬＳＥ」）を用いて、システム制
御部５０は、図６のカメラ起動時のフローチャートにおいて記録媒体２００が更新されて
いるかを判定する（ステップＳ３０３参照）。
【００６４】
　次に、図８のフローチャートを参照して、記録媒体２００がデジタルカメラ１００のコ
マンドによって処理する流れを説明する。まず、記録媒体２００内のコントローラ２０１
は、デジタルカメラ１００から受信したコマンドに応じて図１２に示す処理１及び処理２
を行う（ステップＳ５００）。
【００６５】
　コントローラ２０１は、各コマンドに対して次のように処理する。「書込」或いは「消
去」コマンドを受信した場合、記録媒体２００内の画像データが更新されたことを示す更
新フラグ３０１を「０」にし、その更新フラグを「０」にする処理の後で、第２の不揮発
性メモリ２０３にデータの書き込み或いはデータブロックの消去を実行する。
【００６６】
　デジタルカメラ１００の電源停止直前（ステップＳ１０２参照）に受け取る「フラグ設
定」コマンドにより、第１の不揮発性メモリ２０２内の更新フラグ３０１を「１」に設定
する。
【００６７】
　デジタルカメラ１００の起動時（ステップＳ３０３参照）に受け取る「フラグ読込」コ
マンドにより、第１の不揮発性メモリ２０２から更新フラグ３０１の値「０」或いは「１
」を読み取り、デジタルカメラ１００に通知する。
【００６８】
　デジタルカメラ１００の電源停止直前（ステップＳ３０３参照）に受け取る「管理情報
書込」コマンドにより、管理情報３００を第１の不揮発性メモリ２０２に書き込む。
【００６９】
　デジタルカメラ１００の起動時（ステップＳ３０３参照）に受け取る「管理情報読込」
コマンドにより、第１の不揮発性メモリ２０２から管理情報３００を読み取り、デジタル
カメラ１００に通知する。
【００７０】
　なお、ＵＳＢ等の汎用的なインタフェースは、「書込」及び「消去」コマンドのみ使用
可能で、他の「フラグ設定」、「フラグ読込」、「管理情報書込」及び「管理情報読込」
コマンドはカメラインタフェースでしか使用できない。
【００７１】
　このように、本実施形態によれば、記録媒体の取り外しが発生しても、新たなＣＰＵを
必要とすることなく短時間で撮像装置を起動することができ、シャッターチャンスを逃し
てしまうことを少なくすることができる。
【００７２】
［第２の実施形態］
　続いて、図９～図１１を参照して本発明の第２の実施形態を説明する。第１の実施形態
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では、管理ｒｅｖによって記録媒体２００の更新判定を行っていたが、本実施形態では記
録媒体２００固有のＩＤとデジタルカメラ１００と記録媒体２００が有するフラグ設定回
数が一致する場合に、デジタルカメラ１００を高速に起動できるというところが異なる。
【００７３】
　本実施の形態では、第１の実施形態と異なる部分のみを説明し、その他の部分は第１の
実施形態と同様であるので説明を省略する。第１の実施形態と異なる部分は、（１）図９
に示す管理情報４００の内容、（２）図１０に示す管理情報更新処理、（３）図１１に示
す記録媒体２００が更新しているかを判定する更新判定処理である。なお、図４のステッ
プＳ１００では、管理情報３００ではなく、管理情報４００を更新することは言うまでも
ない。
【００７４】
　まず、図９を参照して、本実施形態に対応する第１の不揮発性メモリ２０２内で保持す
る情報の一例を説明する。管理情報４００内で前述の実施形態と異なる項目を以下で説明
する。本実施形態では、管理ｒｅｖ３０５の替わりに、記録媒体ＩＤ４０５及びフラグ設
定回数４０６を用いる。記録媒体ＩＤ４０５は、記録媒体２００毎に割り当てられた固有
の値であり、本例では、「ＭＩＤ＿００１２３４」である。フラグ設定回数４０６は、「
フラグ設定」コマンドが実行された回数であり、本例では「５」回である。以上が第１の
不揮発性メモリ２０２内で保持する情報の説明である。
【００７５】
　次に、図１０のフローチャートを参照して管理情報更新処理を説明する。システム制御
部５０は、第１の不揮発性メモリ２０２内の管理情報４００に空きクラスタサイズ４０２
を書き込み（ステップＳ６００）、画像数４０３及び最終撮影時間４０４を書き込む（ス
テップＳ６０１）。また、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００が不揮発性メモ
リ５６に保持するフラグ設定回数をインクリメントした上で（ステップＳ６０２）、第１
の不揮発性メモリ２０２内の管理情報４００にフラグ設定回数４０６を書き込む（ステッ
プＳ６０３）。続いてシステム制御部５０は、不揮発性メモリ５６に記録媒体２００から
読み取った記録媒体ＩＤ４０５と記録媒体２００に書き込んだフラグ設定回数４０６を書
き込む（ステップＳ６０４）。なお、空きクラスタサイズ４０２、画像数４０３、最終撮
影時間４０４及びフラグ設定回数４０６は、別々に記録媒体２００に書き込むようにして
も、これらを一括して記録媒体２００に書き込むようにようにしてもよい。
【００７６】
　次に、図１１のフローチャートを参照して記録媒体２００が更新しているかを判定する
更新判定処理を説明する。まずシステム制御部５０は、図６の「フラグ読込」コマンド送
信（ステップＳ３０１参照）処理によって得られる更新フラグ４０１を図７のフローチャ
ートの第１工程で判定（ステップＳ７００）する。
【００７７】
　更新フラグ４０１が更新されていることを示す「０」である場合（ステップＳ７００に
おいて「ＮＯ」）、システム制御部５０は、この更新判定処理の結果として、記録媒体２
００が更新されており、管理情報４００の更新が必要であることを示す「ＦＡＬＳＥ」を
得る（ステップＳ７０７）。
【００７８】
　一方、更新フラグ４０１が更新されていないことを示す「１」である場合（ステップＳ
７００において「ＹＥＳ」）、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００の不揮発性
メモリ５６に予め記録されている記録媒体ＩＤ４０５を取得し（ステップＳ７０１）、フ
ラグ設定回数４０６を取得する（ステップＳ７０２）。
【００７９】
　システム制御部５０は、記録媒体２００から管理情報４００を取得しデジタルカメラ１
００内のメモリ３０に保持し（ステップＳ７０３）、管理情報４００内の記録媒体ＩＤ４
０５及びフラグ設定回数４０６を抽出する（ステップＳ７０４）。そして、システム制御
部５０は、不揮発性メモリ５６とメモリ３０にある記録媒体ＩＤ４０５及びフラグ設定回
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数４０６を比較し一致しているか判定する（ステップＳ７０５）。
【００８０】
　不揮発性メモリ５６とメモリ３０にある記録媒体ＩＤ４０５及びフラグ設定回数４０６
が一致する場合（ステップＳ７０５において「ＹＥＳ」）、システム制御部５０は、この
更新判定処理の結果として、記録媒体２００が更新されておらず、管理情報４００を信頼
して使用できることを示す「ＴＲＵＥ」を得る（ステップＳ７０６）。
【００８１】
　一方、不揮発性メモリ５６とメモリ３０にある記録媒体ＩＤ４０５及びフラグ設定回数
４０６が一致しない場合（ステップＳ７０５において「ＮＯ」）、システム制御部５０は
、この更新判定処理の結果として、管理情報４００内の各項目のフォーマットが一致する
か確定しないので、管理情報４００を信頼して使用できないので、管理情報４００の更新
が必要であることを示す「ＦＡＬＳＥ」を得る（ステップＳ７０７）。
【００８２】
　この更新判定処理の結果（「ＴＲＵＥ」或いは「ＦＡＬＳＥ」）を用いて、システム制
御部５０は、図６のカメラ起動時のフローチャートにおいて記録媒体２００が更新されて
いるかを判定する（ステップＳ３０３参照）。
【００８３】
　このように、第２の実施形態においても、デジタルカメラ１００及び記録媒体２００を
動作させることにより、デジタルカメラ１００の起動処理の高速化を図ることができる。
【００８４】
［第３の実施形態］
　第１の実施形態では、更新フラグ３０１と管理ｒｅｖ３０５によって記録媒体２００の
更新判定を行っていたが、本実施形態では、更新フラグ３０１と不図示のデジタルカメラ
１００の識別ＩＤにより記録媒体の更新を判定する。このように、上記管理ｒｅｖ３０５
から上記識別ＩＤに変更された差異があるだけで、本実施形態による処理の流れは、第１
の実施形態と同様であり、説明は省略する。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】第１～第３の実施形態に係る記録媒体の主要な構成要素を示す図である。
【図２】第１の不揮発性メモリが保持する情報の一例を説明する図である。
【図３】第１～第３の実施形態に係る撮像装置の一例であるデジタルカメラの主要な構成
要素を示す図である。
【図４】第１の実施形態に係るデジタルカメラの電源停止時における処理の一例を説明す
るフローチャートである。
【図５】第１の実施形態に係る管理情報更新処理の一例を説明するフローチャートである
。
【図６】第１の実施形態に係るデジタルカメラの起動時における処理の一例を説明するフ
ローチャートである。
【図７】第１の実施形態に係るデジタルカメラの記録媒体の更新判定における処理の一例
を説明するフローチャートである。
【図８】第１の実施形態に係る記録媒体のデジタルカメラからコマンドを受信した場合の
処理の一例を説明するフローチャートである。
【図９】第２の実施形態に係る第１の不揮発性メモリ内のデータの説明図である。
【図１０】第２の実施形態に係る管理情報更新処理の一例を説明するフローチャートであ
る。
【図１１】第２の実施形態に係るデジタルカメラの記録媒体の更新判定における処理の一
例を説明するフローチャートである。
【図１２】第１～第３の実施形態に係る記録媒体で実行される処理を説明する図である。
【符号の説明】
【００８６】
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１００：デジタルカメラ
２００：記録媒体
２０１：コントローラ
２０２：第１の不揮発性メモリ
２０３：第２の不揮発性メモリ
２０４：カメラインタフェース
２０５：汎用インタフェース

【図１】

【図２】

【図３】
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【図９】
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